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pyrvinium　pamoate　 は1960 年Elslager，　E．　F．　＆Worth，　D．　F

．　に よっ て 合 成 さ れ たbis－　｛6－dimethyl－amino－2－

〔2－　（2，　5－dimethyl↓phenyl－3－pyrrolyl）　－vynil〕↓methylquinolinium｝　－4，　4

へmethylene－bis－　（3－hydroxy－2－naphthoate）

な る化 学 式 を 有 す るcyanine 系 色 素 で あ

り， 人 の 蟯虫 症 の 駆 虫剤 と し て実 用 さ れ て き た． 更 にこ

れ が人 糞 線 虫 症 に も か な り 効 果 の あ る こ とがWagner（1963），

田 中 ら（1965） そ の 他 に よっ て報 告 さ れ た． ま

た実 験 的 に は マ ウ スの Syphacia 必‘velala，　Aspiculuパs

tetraptera， ラ ッテ の ぶかyja・心77 ・・㎡s ， 犬 蛔 虫， 犬 釣 虫

な ど に対 し て 駆 虫 効 果 の あ る こ と もThompson， 　et　al．

（1962） に よ り報 告 さ れ て い る ．

cyan　ice系 色 素 に は 他 にdithiazanine　（3，　3’－diethylthi－adicarbocyanine－iodide）

やpyrvinium　chloride　（6－dime－thylamino

・2－〔2－　（2，　5－dimethyl↓phenyl－3－pyrryl）　vinyl〕－1　－me　thy　lquinolmium

chloride） な ど が類 似 の駆 虫 効 果 を

示 す 薬 剤 とし て 知 られ て い る が ， そ の 副 作 用 や 不 充 分 な

治 療 成 績 の た め に 満 足 す ぺ き 治 療 剤 とは な らな かっ た ．

こ れ に対 しpyrvinium　pamoate　 は 胃 ， 腸 管 系 に対 す る

副 作 用 が殆 どな く， 長 期 間 ， 大 量 投 与 も可 能 で， こ れ ま

で 満 足 な治 療剤 の な かっ た人 糞 線虫 症 に は と く に有 望 と

考 え ら れ る． し か し こ れ ま で の 報 告 の す べ て に 本 剤 が高

い 治 療 効果 を認 め ら れ た わ け で は な く， 剤 型， 投 与 量，

投 与 期 間 な ど の点 で 検 討 の 余 地 が 残 さ れ て い る ．

著 者 は 今 回pyrvinium　pamoate　 を 用 い て人 糞 線 虫 症

患 者13 例 の 治 療 を 行 い． 以 下 の 成 績 を 得 た の で 特 に 上

記 の諸 点 を 考 慮 し て 報 告す る． またpyrvinium　pamoate

の 作用 機 構 を し ら べ る た め， と く に そ の 殺 幼 虫 作 用 に つ

い て実 験 を 行い 興 味 あ る知 見 を 得 た の で 併 せ て 報 告 ず

る ．

方　　 法

駆虫の対象として奄美大島の宇検村及び 瀬戸内町の人

糞線虫保有者13 名を選んだ．こ の13 名中には3 年前田

中ら（1965）によっ てpyrvinium　pamoate　 懸濁液の 投与

を受 け， その後再びrhabditis 型幼虫（以 下R 型幼虫 と

略す）の排出をみた者4 名（症例8，　10，　11，　12）を含

んでい る．

薬剤は主にpyrvinium　pamoate　 懸濁液を用い症例13

には初めpyrvinium　pamoate　 粉末を与え， 更に懸濁液j

を投与した．懸濁液の投与量は5　mg／kg／day　夕食後1 回

投与，5 日間連用 とした． 粉末は200　mg／day　夕食後1

回，5 日間連用 させた．

糞便検査は薄層塗抹法 とポ リエチレンチューブ， 炉紙

培養法を併用した． 薄層塗抹法は18 ×18　mm のカバー

グラ スを用い，1検 体3 枚 の標本を検査し，そ の平均 値を

糞便内R 型 幼虫の排 泄濃度 とし た． また培 養法 は佐々ら（1964）

の方 法により1g の検体を4 ×15　cm　め濾紙に塗

り，下端 をheat　seal　し て3ml の水を注入した ポリエ

チレンチューブ（ 巾3．　fi　cm）に入れて28 °C で7 日間培

養し た後判定を行っ た．

各症例の 治療経過

症例・1　：F ．　M．♀，35 才・農業． 自覚症は な く，

普通に家業に従事している，異なっ た2 日の前検便で薄丿

層塗抹法の平均R 型幼虫数 は2．7，　1．7，培養法 は2 回

とも陽性，投薬後2 週目までの後検便で薄層塗抹法，培

養法 とも陰性であっ た．自覚症は投薬前 と変 りない．

症例・2 ：S．　T．♀ ・60 才．機織・農業． 自覚症 は

ない．2 回の 前検便 は 薄層塗抹法3．3，　1．0，培 養 法

（十）．投薬後2 週日 までに薄層塗抹法，培 養法 ともに陰

性． 自覚的にやや気分 が 良 く なった と 云 うが著 しい変
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化 はない．

症例・3　：C ．　Y．♀・31 才・機織． 下痢がよくあり，

時に腹痛，血便を 伴い，全身倦怠感がある．前検便は薄

層塗抹法1．0，　6．3，培養法 仟 ），（十）． 投薬後2 週日

までの後検便は陰性．自覚症の改善 の有・無は本人 が饂

地 へ転出のた め聴取で きな かった．

症例・4 ：c．　o．♀・67 才・農業． 倦怠感 があ り痩

せ てい るほかは特に自覚症はない．前検便一薄層塗抹法7

．0，2 ．3，培養法（十），（十）．投薬終了後2 週 目まで の

後検便はすべて 陰性であった． 自覚的 には 倦怠感が と

れ， 気分が良くなっ た．

症例・5 ：u．　s．♀・77 才・無職． 自覚症はない．

前 検便一薄層塗抹法4．3，　10．7，培養法（十），（十）． 後

検 便はすべて陰性． 自覚的に著しい変化はなかっ た．

症例・6　：N ．　N．合・70 才・農業． 自覚症なく 労働

にも従事して い る． 前検便一薄層塗抹法0，　1．0，培養

法（－）， 仟 九 投薬後2 週 目に 培養法 でfilaria 型幼虫

（以下F 型幼虫と略す）を1 匹検出した．

症例・7　：H ．　S． ♀・45 才・農業． よく下痢があり，

腹痛，倦怠感がある． 血便はない． 前検便一一薄層塗抹法7．0，　1．7，

培養法 仟 ），（十）．投薬後2 週目の後検便で

培 養法によりF 型幼虫1 匹を検出． 自覚的に下痢はなく

なっ たが， 腹痛はまだある．

症例・8 ：　E．　I．　＄・57 才・商 店・農業． 痩 せては

い るか特 別の症状 はない．3 年 前にpyrvinium　pamoate

懸濁液の投与を受 け，7 日目までの後検便は陰性であっ

た．今 回の前検便一 薄層塗抹法9．3，　1．0．培養法（十），

仟 ）．投薬後2 週 目に薄層塗抹法でR 型幼虫1 匹を検出

したが， 培養法は陰 性であっ た． 自覚的 には著しい変化

を認 めない．

症例・9　：T ．　K．合・49 才・ 道路工事． 自覚的に特

別 の症状 は な い． 前検便‐ 薄層塗 抹法12．0，　35．3，培

養法 仟 ）， 仟 ）．投薬後2 週目の後検便では薄層塗抹法0．3，

培養法で少数 のF 型 幼虫を 検出した． 治療後気分

が良くなり太っ てきたと云 うが， 著しい 変化はない ．

症 例・10　：　M．　J．S ・50 才・農業．3 年 前pyrvinium

懸濁液 の 投与 を 受 け，7 日目 の 後検便 で 薄 層塗抹法3

．0であっ た． 今回の前検便一 薄層塗抹法32．7，　63．3，

培 養法（十），（十）． 後検便 は 投薬後1 週で 薄層塗抹法0．3，

培養法卜 ）． 第2 週 に薄層塗抹 法0．3，培養法（十）

となっ た． 自覚 症は治療の前後で変 化なく， 殆ど無症状

で あっ た．

症例・n ：U ．I。♀ ・33 才・農業．3 年前pyrvinium

（　37　）
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懸濁液の投与を受け，7 日目ま での後検 便は陰 性であっ

た． 今回の 脯検便 ―薄層塗抹法141．7，　103．7．培養法

（十），（十）．投薬 終了後1 週 の 後検便－ 薄層塗抹法0．3；

培養法（十）．2 週 目一薄 層塗抹 法0．3， 培養法（－）．自

覚症には軟便 があ るほ か特記す ることはなく， 治療の前

後で変化はみ られな かった．

症例 ・12　：　M．　S．合・印 才・町 吏員．3 年前pyrvi－nium

懸濁液 の投与 を受 け，98 日後までの後検便はまっ

たく陰性 であっ た． 自覚 症は前回投薬後非常に軽快して

いた が，最近 また腹 痛，下 痢などがあり胃腸の調子が良

くない と云 う．今回 の 前 検便一 薄層塗抹法142．7，　57．3

培養法 仟 ），（十）．投 薬後1 ，2 週の後検便でR 型幼虫

は認 めなかった が， 培養法で2 回ともF 型幼虫を検出し

た．投薬後 も腹痛，下痢 は持続してい る．

症例 ・13　：　K．　M．♀・50 才・農業．数 年前に 糞線虫

症と診断 され，　gentian　violet　を投 与されたが 治癒せず

今 日に至った．自覚 症は時 に肛 囲癢痒，腹痛，下痢があ

る．前検便一薄層塗抹法7．0，　6．6，培養法（十）． こ の

症例には 初 めpyrvinium　pamoate　 粉末200　mg／day　を

乳糖に混じ，ケ ラチンカプ セルに封 じて5 日間連用させ

た．懸濁液投与例では投 薬後1 ，2 日の内に糞便 が均等
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第1 図　 粉 末 及 び 懸 濁 液 投 与 例

症 例13　 ：　K．M． ♀ ・50 才 ・ 農 業

投 与 量 ： 粉 末 －200　mg．’day，　5　FI 間 ，

懸 濁 液―5mg ………l．’‘kg　day，　5 日 間

50　　jay 冫

に濃赤色に着色する 衂 本症例では粉末投薬 期間中わず

かに淡黄褐色の着色をみた だけ だった． またその間に糞

便には死ん だR 型幼虫を検出し たが，第3 回投 薬後の糞

便の培養で少数のF 型幼虫 を認 めた．懸 濁液投与例では

濃赤色に着色した糞便を培 養し ても全くF 型 幼虫を検出

し ない ことから本剤に 殺幼 虫作用 があ るものと推測され

ているが，本症例では薬 剤の便中分 布が不均 等で殺幼虫
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第1 表　Pyrvinium　pamoate　懸濁液投与成績

－12 例，投 薬後14 日目までの経過 一

前 検便（1 ） 前検便（2 ） 投薬終了 直後　投薬後7 日

薄塗　培養　薄塗　培養　 薄塗　培養　 薄塗　培養

2 ．73

．31

．07

．04

．307

．09

．312．032．0141．7142．7

＋

＋

＋

＋

＋

－
＋

＋

＋

＋

＋

＋

1 ．71

．06

．32

．310．71

．01

．71

．0

35

63

103

57

3

3

7

3

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

－

一

一

一

一

－

一

一

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 ．3

0 ．30

＊3 年前田中 ら（1965）によりpyrvinium　pamoate　 懸濁液 の投与 を受 けた者．

N．　a．：　Necator　americanus，　A．　d。：　Ancylostoma　dubini

薄 塗：薄 層塗抹法， 数値は標本3 枚中 の平均R 型 幼虫数，

培 養： ポリエ チレンチューブ， 沂紙培養法， 検体1g を使用，

作用 も完 全でなかっ たと思われる（第1 図）． 粉末投与後1

週 目の検便で薄 層塗抹法7 ．3と投薬前のレベルに戻っ

だので， 引き 続 き 懸濁液5　mg／kg／day　を5 日間連用 さ

せた．投 薬後1 週目までの後検便は薄層塗抹法， 培養法

とも陰性だっ た が，2 週目に 薄層塗抹法1．7， 培養法

（十）となっ た． 自覚的には腹胤 下痢がなくな り，非常

に胃腸の調子が良くなっ た．

駆 虫 成 績

pyrvinium　pamoate　懸濁液だけを 投 与した12 例の治

療成績は第1 表の如くである．結果は，3 回の後検便でR

型幼虫の排出を認めず，培養法でF 型幼虫を認 めなか

っ た者が5 例，R 型幼虫の排出はあっ たが培養法は陰性

の者が1 例，R 型幼虫を検出せず培養法のみ陽性の者3

例， 両検査法とも陽性の者3 例であっ た．

投薬終了後の経過を総括する と，投薬終了の翌 日の検

便では， 便提出のなかっ た症例，　No．　3の他 の11 例全

員が 薄層塗抹法， 培養法 とも 陰性であっ た．1 週後に

は2 例にR 型幼虫の排出を認 め， うち1 例は培養法も陽

性．他に培養法のみ陽性 の者1 例であっ た．2 週後にな

る とR 型幼 虫を検出し た者4 例， うち2 例 は培 養法 も陽

性．培 養法 のみ陽性 が3 例であっ た．

前検便 の薄層塗抹法 の平均R 型幼 虫数 と駆虫成績 との

関連をみ ると， 幼虫数が平均30 匹以上あっ た 者一 症例9，　10，　11，　12―

で は2 週 目まで に3 例R 型 幼虫の 再排

－

一

一

一

一

一

一

一

＋

＋
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出をみてい る．一方平均30 匹以 下の8 例で は2 週目ま

でにR 型 幼虫の排 出をみたのは1 例で， 他に培養法でご

く少数のF 型 幼虫を検出した者が2 例であっ た．

副作用：5 日間の投薬期間中に投薬に支障を来たすよ

うな副作用を示した者は1 例もなかっ た． 症例9 に服薬

後数時間で軽い 嘔気がみられたが，嘔吐 はなく投薬を継

続した． また殆ど全例に軟便になる傾向がみられたが，

腹痛， 下痢などはまっ たくなかっ た．

以上の結果からpyrvinium　pamoate　 懸濁液は， 従来

用い られてい たgentian　violet　やdithiazanine 等に較べ

てかなり優れた治療効果を示すことが判っ た．根治効果

につい てみると必ずしも満足できるものではなく，投与

量，投与方 法など検討の余地がある能 少くもこの投与

址でこれほどR 型幼虫排出数が減少したこ とは注目に価

する． また副作用が殆どない のも従来の糞線虫治療剤に

ない 優れた点と考えられる．し かしR 型幼虫 の平均排出

数が30 匹以下の者を少数寄生例，30 匹以上を多数寄生

例としてその治療効果をみる と，多数寄生例 の駆虫成績

は少数寄生例よりかなり劣っ ていた．

一方粉末をカプセルに入れて与える と，糞 便中 の幼虫

は殺すが，成虫には殆ど効果 がなく，剤型 としては懸濁

液 の方が優れた効果 がみら れた．

糞便検 査法 ：前 検便では薄層塗抹 法と培 養法の成績は

よく一致してい る． とこ ろが後検 便で両方法 とも一致し

て陽性 となっ たのは3／10 に過ぎない． こ れには 薄層塗

（38 ）



抹法（十），培 養法（－）の場 合と，薄 層塗抹 法（－），培養

法（十）の2 通 りがあり，そ の原因 は次のようなものと考

え られる．

今回投薬した患者は大半 が鉤 虫症 を合併し てい る（第1

表 ）が， 鉤虫はpyrvinium 懸濁液で は 駆除しえ なか

った．後 検便の培養法で は少数 の糞 線虫F 型 幼虫が多数

の鉤虫F 型幼虫に覆 われて しまうために薄層塗抹法（十）

培 養法（十）とい う結果 が生 ずると考えられる． また投薬

後R 型 幼虫排出数 も著し く減少 して薄層 塗抹 法（－）とな

っ ても，培 養法では少数 のF 型幼 虫を検出する可能性も

ある． 従っ て前 検便では薄 層塗抹 法と培 養法の一 方だけ

を用い てもよい が，後 検便では両者 を併 用する必要 があ

ると思われる．

Pyrvmium　pamoate　 の殺幼虫作用に関する実験

pyrvinmm　pamoate　は糞線 虫の成 虫だけ でなく幼 虫に

も駆 虫効果 をもっ と推 測されてい るが， 実験的 根拠が示

されていない． 著者はpyrvinium　pamoate　 懸濁液を用

い てその殺幼 虫作用 を検討 し， またそれがR 型幼虫とF

型 幼虫のい ずれに作 用す るかを検討するため次の実験を

行っ た．

実 験方法 は以 下の如 くで ある．

実験1 ：R 型 幼虫（人糞線 虫）或は虫卵（ 鼠糞線 虫・

犬鉤虫 ）を含 む投薬前 の糞 便を実験 材料 とす る． これを3

分 して， 一部は糞便にpyrvinium　pamoate　 懸濁 液を

混和し て，試験管 鈩紙培 養を行い，一部 は糞 便に懸濁液

を混和 せず，稀 釈し た懸濁液 を水 のかわりに注入し て試

験管 鈩紙培 養を行 う．残 りの一部 は対照 とし て蒸溜水 を

用い て試験管鈩紙培 養を 行っ た．　pyrvmium　pamoate

の糞 便に対す る 混 合比 は 人糞線 虫で0．25　mg／g　と0 ．5mg／g，

鼠糞線虫0 ．2　mg／g，　犬 鉤虫0 ．16　mg／g　と0．5mg／g

と し， 水 に 対 す る 混 合 比 は 人 糞 線 虫0 ．1　mg／ml，0

．2　mg／ml，鼠糞線虫O ユrag／ml，犬鉤 虫0 ．1　mg／ml，0

．2　mg／ml　とした． 糞便量は0－5　g を用い， 人 と犬の

糞便は2 ×15　cm　の鈩紙に塗 り2ml の水 を 注入した中

試験管 で培 養し，鼠 の糞 便は1 ×10　cm　の枦紙に塗っ て1m1

の水 を注入し た小試験管で培 養した．培養 は28 °C

で7 日間行い， 観察 は管底の水 を全量スライドグラスに

とり解剖顕 微鏡の下 で全幼 虫数 を数えた．

そ の結果，糞 便に懸濁 液を混 和して培 養すると，人糞

線虫， 鼠糞線虫及び犬鉤虫 のいず れのF 型幼 虫もまっ た

く検 出されず， 培養水に だけ懸濁 液を混和して培養する

と，そ の水中に は活 溌に運動す るF 型幼 虫が見出される

（　39　）
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こ とが判っ た． こ の結果 からpyrvinium　pamoate　 はR

型幼虫に は殺幼虫作用を もっ が， 発育 してF 型 幼虫にな

っ た ものには殆 ど作 用を及 ぼさない と 考えられた．（第2

表 ）

第2 表　Pyrvinium　yamoate　の殺幼虫作用

に 関する実 験（1 ）

a．　S．　stercoralis

運動幼 虫／
静止 幼虫b．

　S．　ratti

懸濁液／糞便 懸 濁液／水

0．25　0 ．5　　0．1　　0．2
mg／g　mg／g　mg／ml　mg／ml

0

0

0

0

運 動 幼 虫 ／

静 止 幼 虫C

．　A．　a　amnion

懸濁液／糞便0．2mg／g

0

0

懸濁液／糞 便

運動 幼虫／

静止 幼虫

対 照

8／30　3／34　293／0
11／66　136／286　1385／0

懸濁液／水0．　lmg／ml5／45101

／15

対 照

懸 濁 液 ／水

O。16　0 ．5　　0．1　　0．2
mg／g　mg／g　mg／ml　mg／ml

0

0

0

0

116／0
89／0

対 照

468／12　219／295　1255／0

一　175／2　1040 ／0

そこでpyrvinium　pamoate　 のF 型幼虫 に 対 する作用

を検討するため次の実験を行っ た．

実験2 ：培養して得た人糞線虫 と犬約虫 のF 型 幼虫の

浮游液に懸濁液を混和して静置し，時間 の経過と共 に幼

虫の動きを 観察して 運動幼虫 と 静止幼 虫の 数 を記録す

る． 懸濁液の濃度は人糞線虫で0．25　mg／ml，　犬 鈎虫には0

．025～0．8　mg／ml　の2 倍階段稀釈液を用い た． 観察方

法は人糞線虫では約30 匹のF 型幼虫 を浮 游させ た 被検

液2 滴を ホール グラ スに 滴下して 解剖顕 微鏡下で 観察

し． 犬前虫 で はF 型幼 虫約100 匹を稀釈し た 懸濁液1ml

に浮游させ， 小試験 管中に3 日開静置 後全液を スラ

イド グラ スに とっ て解剖顕微鏡下で観察し た．温度はす

べて25 °C で行っ た．

結果は第3 表 の通 りであ る．人糞線 虫のF 型幼虫を用

い た実験では，　pyrvinium混和液中 の幼虫は速やかに運

動を停止したが，蒸溜水中 の幼虫は 比較的 長時間運動状

態を保っ ていた， し かし60 分以上経 過すると 両者の差

は殆どなくなる． また静止した幼虫 も解 剖針で刺激す る

と再び 活溌な運動を始 め，　120分までに まっ たく 運動 を
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a ．　S 、stercoralis

第3 表　Pyrvinium　pamoate　の殺幼虫作用に関する実験（2 ）

作 用 時 問（分）

運動幼虫／
静止幼虫

懸濁液
蒸溜水

0

0 ．25　mg’ml　26／033／0

＊ 刺 激は解剖針 皿先端 で幼 虫に触れ．る．b．

　A．　ccμ功陏琲

懸 濁 液 稀 釈 倍数

懸 濁 液 濃 度 （mg ／ml）

運 動 幼 虫 ／静 止 幼 虫

400

0 ．025113／1”

200
－0
．05

－88／3

1 5
15　　30

静置時

14／12　2／24　0／26　2／24　1／25
33／0　33／0　25／8　17／16　4／29

100

0 ．1

停止した幼虫は 全 体の1 ／3以下 であっ た． 更に48 時間

放 置し た混和液中に もなお活 溌に 運動す る 幼虫―17／26

－ が認められた． 次に犬 鉤虫のF 型 幼虫では，大 部分 の

幼虫が3 日間静置 後もなお 活溌な運動 を続け てお り， 稀

釈濃度に よる幼虫死亡 率の差もみられなかっ た．

実験1 ，2 の結果 からpyrvinium　pamoate　 の殺幼 虫

作用はR 型幼虫に対 するものであ ると考えられる．そこ

で更にpyrvinium　pamoate　 の混合 比と 殺幼 虫作用 との

関係をみるために 次の実験を行っ た．

実験3 ：鼠糞線 虫の虫卵を含むラットの糞便を実験材

料として， その各0．3g に2 倍階段稀釈した懸濁液を等

量ずつ混和し，蒸 溜水を用い て 試験管1戸紙培 養 を 行っ

た．

結果は第4 表の通りである．こ れからプロビットを計

算する と，糞便lg に対して0．1　mgのpyrvinium　pamo－ate

を混 ずれば糞 便中 の幼 虫のほぼ99 ％を，　0．2　mgで99．9％

を殺すことが出来るもの と 考えられる． 人糞線

第4 表　Pyrvinium　pamoate　 の 殺虫作用に 関

する実験（3 ）

貿涙液稀釈　16　32　　64　　128　256　512　1024　2048

懸濁液濃度　2－3　2－4　り－5（mg／ml）
‘

2 ’6　2‘7　2 ’8　2 ’9　2 ’10

F 型幼虫数　0　　10　123　230　335　737　413　6n

虫では実験1 で見た通 り糞便lg にpyrvinium　pamoate0．25　mg　

を混ずる とF 型幼 虫はまっ たく検出 されなかっ

た．人 の糞 便量 が1 日300 ～500　g　とすると，1 日60 ～100

mg　一懸濁液 として6 ～10　ml―　の 投与で 糞便中 のR

型幼 虫はほぼ完全に死滅す るであろ う．

129／3

50

0 ．2

128／5

25
－
0 ．4

137／2

60

－
煢刺 激 時

一一24／233／0

12．5
－

0．8115／2

120

静置時

－
3／23　。6／27

刺激時

←S19／733

／0

対　 照

103／1

考　　 察

pyrvium　pamoate　 を 用い た こ れ ま で の 研 究 報 告 を み

る と，　Meira　cにil．　（1961）は20 人 に5 ～10　mg／kg／day

を3 日 間 投 与 し て3 人 が 幼 虫 排 出 の 陰 転 を み た ． 剤 型 は

錠 剤 が 主 で，4 人 に 懸 濁 液 を 与 え てい るThompson

ざ ぶ．　（1962）は ア カ ゲ ザル の 糞線 虫 に5 ～80　mg／kg／day

を 餌 に 混 じ て14 日 間 連 続 投 与 し ， 成 虫 に は 無 効 だっ た

が 幼 虫 の 発 育 を 阻 止 す る こ とを 認 めた ． ま た マ ウ スの

Syphacia　obvelata とAspici　i山山s 心 ，叫心r
むいこ薬 剤 粒

子 の大 き さ が約20 ～30 μの も の と 約0 ．2μ の も の を 投

与 し て ， 粒 子 の小 さい 方 が 駆 虫 効 果 が高 く マ ウ ス へ の 毒

性 も強 い とし て い る． 更 に本 剤 に 感 受 性 のあ る虫 の消 化

管 に 摂 取 され た 色 素 は消 化 管 の末 端 に 近 ず く ほ ど少 な く

な り，クチ クラ を紅 染 す る こ と か ら，　pyrvinium　pamoate

は虫 の消 化 管 で水 溶 性 に変 化 し て 体 内 に 吸収 さ れ る が，

感 受 匪 の ない 虫 は こ の機 構 を欠 く た め に 駆 虫 さ れ ない と

推 測 し てい る の は 興 味深 いWagner　（1963） は34 人 に10

～35　mg／kg／day　を1 日3 回，3 ～5 日 間 投 与 し て ，

投 薬 後2 週 目 に26 人 の 陰 転 を み た． ま た 田 中 ら（1965）

は 高 濃 度 寄 生 者10 例 に 懸 濁 液5　mg／kg／day　 を1 日1

回，5 日 間 連 用 さ せ て 投 薬 後10 日 で8 例 の 陰 転 例 を

得 た． ま た錠 剤 と 懸 濁 液 の 比 較 で は 錠 剤 は 殆 ど 無 効

で， そ の原 因 は 薬 剤 の 分 散 が 悪 く て 充 分 に 虫 と接 触 し な

い た め と考 察 し て い る． ま た 本 剤 を 含 む 糞 便 の培 養 でF

型 幼 虫 が検 出 さ れ な い こ とか ら， 本 剤 に殺 幼 虫 作 用 があ

る と推 測 し て い る．　Tanak a　et　al．（1965 ）はpyrviniumpamoate，　gentian　violet　

と　dithiazanine の人 糞 線 虫 駆

虫 効 果 を詳 細 に 検 討 し て， 錠 剤 を用 い る と き は 糖 衣 が薄

い ほ ど効 果 があ り， 胃 を刺 激 し ない 薬 剤 で は 懸 濁液 と し

（40 ）



て投 与する方 が良い としてい る． またこれまでの薬剤は

体内に吸収されない ため体内移行中 の幼虫や腸管外寄生

の成虫には効果がなく，再発は避けられない と述べてい

る．

総　　 括

1． 糞線 虫保 虫者12 例 にpyrvinium　pamoate　 の 懸

濁 液を5　mg／kg／day．夕食後1 回，5 日間連続投与し，

投薬終了 後2 週目 で5 名の陰転 をみた． 後検便が陽性で

あっ た者もR 型 幼虫の糞便内排出数は著し く減少してお

り，副作用が殆どない こ とと相まっ て本剤の優れた駆虫

作用を示すものと思われた．

2． 他の1 例は粉末 と 懸濁液を 用い て 駆虫効果をみ

た．粉末は200　mg／day，　5日間投 与したが殆ど効果を認

めなかっ たので，引き続き懸濁液を5　mg／kg／day，　5日間

連用 させた ところR 型幼虫排出数は投薬後2 週目に1 ．7

と減少した．

3．　少数寄生 例と多数寄生 例に同量 の薬剤 を投与す る

と陰転成績は多数寄生例 の方 が劣っ てお り，寄生 濃度に

よっ て投与量や投与回数 を加 減す る必要 があ り， また根

治 を期待するに は か な り長 期間の投 薬が必要と思われ

た．

4．　検便方 法は 薄層塗抹法と 培養法を 併用し たが，

前検便では両方法の結果はよく一 致したのに後検便では

一 致しない場合が多 かっ た． これは糞便中の幼虫排出数

の著減による と考えられ， とくに鉤虫症を合併する と培

養法で少数 の糞線虫F 型幼虫 を 見逃が す 可能性 が大き

く，後検便では薄層塗抹法 と培 養法 を併用す る必要 があ

る．

5，　pyrvinium　pamoate の殺幼虫作用につい て実験を

行い，本 剤がR 型幼 虫は殺す がF 型幼虫には殆ど無効で

4 工

あることが判っ た． また本剤は人糞線虫 だけで なく， 鼠

糞線虫と犬鉤虫のR 型幼虫も殺すこ とが見出 だされた．

本研究について 御指導 頂い た主任佐々学教授，東 京医

科歯科 大学，田中寛助教授に深 く感謝 致し ます． 又研究

に協力 された伝 研奄美病害動物研究施設， 元井悦郎， 昇

善久 の両 氏，薬剤 の提供 をされたパークデービ ス三共株

式 会社に謝 意を表し ます．
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OBSERVATIONS　ON　THE　EFFECTS　OF　PYRVINIUM　PAMOATE

ON 　STRONGYLOIDES　STERCORALIS

Rikuo　DOI

（Department　of　Parasitology パhe　Institute かr　Infectious　L ）i　seases，U
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Observations　were　made　on　the　effects　of　pyrvinium　pamoate　suspension　on　12　cases　of

・Strongyloides 　・stercoral 八carriers　in　Amami　Island，　southern　Japan．　The　drug　was　administeredorally　at　a　rate　of　5　mg　per　kg　of　body　weight　once　a　day　after　supper　for　5　successive　days．At　the　fecal　examination　with　direct　smear　and　polyethylene　tube　culture　methods

made　two

weeks　after　completion　of　the　treatment，　5　out　of　12　cases　became　negative　and　also　remarkable

reductions　in　the　worm　load　were　seen　m　the　rest　7　cases　who　were　still　positive．　There　were

no　adverse　effects　due　to　the　drugs．　In　another　case　administered　with　pyrvinium　pamoate

powder，　the　effects　were　less　satisfactory　than　in　the　use　of　suspension。

・With　the　above　dosage　scheme　applied　equally　to　all　cases　with　various　grades　of　worm

load，　better　results　in　removal　cf　the　parasites　were　obtained　in　cases　with　fewer　worms　than

in　those　with　heavy　infections．　It　was　considered　necessary　to　administer　the　drug　for　longer

periods　for　the　radical　cure　of　all　strongyloides　cases。

Most　of　the　above　cases　were　infected　also　with　hookworms，　against　which　the　drug　had

little　effects．　The　fecal　culture　method　is　usually　more　sensitive　in　ditecting　strongyloides

infections　than　the　direct　smear　method，　but　at　the　post－treatment　e χanimations　there　weresome　cases　who　were　diagnosed　as　positive　with　the　direct　smear　method　but　were

negative　with

the　culture　method．　This　was　mostly　due　to　the　presence　of　e χtremely　large　numbers　ofhookworm　larvae　in　the　culture　media　which　masked　the　presence　of　strongyloides

。

Pyrvinium　pamoate　suspension　was　found　to　be　effective　also　to　kill　developing　forms　of

the　larvae　of　S／Γongyloides 　stercoralis，　Strongylぷdes　ratti 　and　／1x。ryZθstoma 　a7沁。。n，　since　thedrug　mi

χed　with　the　fecal　samples　and　cultured　on　filterpaper　strips　in　test　tubes　completelyinhibited　the　development　of　infective　larvae．　However，　the　drug　mi

χ：ed　in　water　had　no　directeffect　on　the　infective　larvae　developed　in　the　culture

tube．

（42 ）




